
１ ２０１７ ２０１８年度会長エレクト ナー

の案内を受 しました。日 は２０１７年３ ４

日（土） ３ ５日（日）で、 は

の 本 にて されます。 し

い内 は 年度会長、 事に してあります。

２ Ｒ から ５０ 年の記念 を き

ました。 様に 覧いたします。

・ Ｒ より１ 会 と２ 例会案内を受

しました。

・２０１６年 手続要覧（日本語 ）のクラブ無

が本日 きました。

・ もお らせ しましたが、ロータリー手

の し みをなさる方は 事まで し出下

さい。

・今 ２ ２３日に 定していた、定例理事会

びにクラブ協議会は会 の により２ ２４

日に変更になりました。

 

委員会　  委員

　 の 間例会のご案内です。 は 記

念例会で、 で６ ３０ 点 です。全

員出席が う様に くの会員の出席を みます。

よ しくお いします。

煙本日

　「創立記念夜間例会」

煙次週予定

　来賓卓話「松浦武四郎と留萌」

　　　留萌市教育委員会 生涯学習課生涯学習係

　嘱託　福士　廣志 氏
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会員研修委員会　 　高田　潔 委員

　本日は、ガバナー 信９ から スト

ガバナーの「国際ロータリー２０１６規定審議会そ

の 」についてです。

　規定審議会が し３ が経過しました。

その の 様から寄せられた や 事 に

ついて ようと思います。 の「手続き要

覧」はすでにＲＩの ーム ージに されま

した。日本の手続き要覧はロータリークラブ定

の部 のみ発 されています。１０ にはす

ての手続き要覧が日本語 で発 されると思

います。 本として手元に くのは今年の１２

なると されます。

　クラブ理事会に しては、すでに どのクラ

ブで が されており、 題提 はあり

ませんでした。また、クラブ理事会に会 が

わる事も理 が得られたと思います。 日を

む の例会 りやめに して、「 することが

できる。」という 言から、そうしなくても い

のでは無いかという が寄せられました。し

かし、クラブ定 ６ の そのものには一

変更はなく、（ ）の 消の 目に今 たに、

「またはその に一 に められた 日を ま

れる 」という が されただけなので

す。 その の１年に４ まで例会を りやめ

る事ができる も じ 目に記 されています。

現在、その国の 日に例会を しているロー

タリークラブは 無であります。今 、 日を

む に例会を すると言う事は、この

を無視する事になります。ですから必ず例会は

消にしなければなりません。もち んロータ

リークラブ定 に わなくても はありませ

ん。また、今 の「 」という決定により、

たちのクラブ で決定された事は最

されますので、定 に したクラブ を

に しても いません。

　となっております。 はこの続きから発

させていただきます。

・ 会員のお話がとても しみです。

　渡邊会長

・本日地区での学びなど 話させていただきま

す。　 櫛井会員

・少し い事がありました。　 渡部会員

・２ ３日、無事 が 生しました。また、本

日 運 で を ってきました。

運しますように。　 　鴫原会員

　前　 　　５２３６００

　今　 　　　４０００

　累　計　　５２７，６００円

「職業奉仕卓話　四方山話」

　　　　　　地区職業奉仕・基本理念委員会

　櫛井　俊介 会員

　今年度、職業奉仕・基本理念委員会へ出 さ

せていただいております。

　地区委員というものを 様がどのように感じ

ているかはわかりませんが、 の を し

いても に得る事の大きさを考えるとプラ

スになる事しか思い かびません。

　本日は地区での活動や学びを 様にお えす

るお 間をいただきました。 間の 上本当

に一部しかお えできませんがお しください。

　２０１５年１１ に当 の委員長でありました

Ｒ 委員長が へ 話にいらした際に、

地区委員へお いをいただきました。この い

道での地区活動を現 にあったものにしよ

うという事で、グーグルのハングア トという

グループトークを して、 に一度のイン

ターネット会議 を しておりました。また

ットワークというサービスを して、

くの の と議論の を けております。

こちらは今年度より各クラブの職業奉仕委員長

も して、現在３３ で をしておりま

す。

　まずは今年から、なぜ「職業奉仕・基本理念
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委員会」へ変わったかという事を説明させてい

ただきます。

　今年度、武部ガバナーは２５１０地区組織を大き

く変革しました。

　その組織案の段階において、国際協議会で

「職業奉仕」に全然触れないことに大変驚かれ

たとのことです。グローバルリワードや人道的

プログラムに重点が置かれていることはＲＩの

現状といえます。世界各地に120万人のロータ

リアンがいます。この現状を「危機」と感じて

いるロータリアンもいれば「危機」と感じず当

然と思うロータリアンもいます。具体的に言え

ば、日本・韓国・台湾などのロータリアンの

「職業奉仕」に対する考えと、アメリカ本土の

ロータリアンの「職業奉仕」に対する考え、ロー

タリーの支援を受けている地域のロータリアン

の「職業奉仕」に対する考え、はたまた「ＲＩ

ＢＩ（グレートブリテン及びアイルランド内国

際ロータリー）」の考え。全然違います。

　私たち日本のロータリアンは「危機感」を感

じていると私は思います。111年のロータリー

史のなかでＲＩの職業奉仕委員会が約４０年の間

消えていた歴史があります。（１９４７年ポールハ

リスが逝去し翌年廃止）それを１９８６年に復活さ

せたのは日本や韓国の熱いロータリアンの働き

かけです。最近の規定審議会（２０００年－２０１０年）

でＲＩＢＩより職業奉仕を否定するような案

（Ｈｅ ｐｒｏｆｉｔｓ ｍｏｓｔ ｗｈｏ ｓｅｒｖｅｓ ｂｅｓｔ を

廃止する案など）が提案されています。ロータ

リーの中での職業奉仕が危機的環境下に置かれ

ていると思います。

　そこで武部ガバナーは、単に職業奉仕委員会

を残すのではなく、様々な視点から過去を見つ

めロータリーの基本理念とはなにかを今一度考

えてほしいと「職業奉仕・基本理念委員会」と

なりました。

　最近も世界においての職業奉仕の理念の話題

となり、現在もアドバイザーとして委員会にも

出席してくださる塚原房樹ＰＧが職業奉仕委員

長だった1998年に＜ロータリーと宗教＞にこ

のように寄稿している記事を拝見しました。

　アメリカのロータリークラブの例会では、会

員全員がクラブライフをエンジョイしています。

日本のロータリー運動のように、職業奉仕とは

なにか、決議２３－３４が手続要覧から消えた、

我々の信奉していたロータリーの哲学はいった

いどうなったのか、と言った議論は聞かれない

のです。

　なぜなら、ロータリーの“奉仕の理想”とは

中世キリスト教神学そのものなのです。今更

ロータリーの例会で“奉仕の理想”“隣人への愛”

を改めてかんかんがくがくする必要は無いので

す。

　日曜ごとの礼拝を通じて、奉仕哲学のベース

メントは出来上がっているのです。職業奉仕と

はボケーショナル・サービスの訳語です。ボ

ケーショナルとは、ボイス「神の声」であり、

神のみ心にしたがって厳しい職業倫理のもとに、

世のため、人のために商売を営むことは彼らに

とって当たり前のことなのです。

　“宗教的行動”そのものが、実は“経済的行動”

であったでしょうし、もしそれが言過ぎならば、

少なくとも二つは結びついていたとまで言える

でしょう。ロータリーの職業奉仕は、彼らに

とっては常識なのです。こうした“厳しい職業

倫理”は、経済発展に不可欠な土壌であり、正

しい手段で富を得たものは、神の特別な恩恵を

受けたものと、正当化されています。然し、富

を目的としてはならず、社会のため、神の他の

子供たちのために還元するという義務も負うこ

とになります。そしてこの考え方は、カーネ

ギー財団やロックフェラー財団などの活動の中

に今日も生かされています。

ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ



　一部 です。

　職業奉仕を説いた約２０年前の です。

　最近「日本は職業奉仕を重んじている」や

「日本だけが職業奉仕の大 さを重視してい

る」など、いかにも日本だけが理念を大 にし

ているかのごとく られる方が いですが、

上記 を ませていただくと、それは「日本

人のおごり」にすぎないと思います。

彼らは宗教上「 実かどうか」を 日に

しているのです。

　これで、アメリカの職業奉仕の考えと日本の

職業奉仕の考えに かに が見えてきたよう

な がします。

　 間も られておりますので、 様になんの

お話をするか 常に みましたが、例会運営委

員長と の結 、決議２３－３４などを めた

ロータリーの歴史の話をという事でした。 通

に話すと２ 間はかかる話ですので、ここから

は要点だけ け になりますがお しください。

　 の歴史から ワーポイントと一 に説明

します。（内 は ）
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３月15日（水）

　「諮問委員会報告」

　諮問委員会委員長　渡部　英次 会員

３月８日（水）

　来賓卓話「道内交通事故の発生状況・実態」

　留萌市交通安全協会 専務理事　瀧口　　昇 氏




